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８月６日（日）、柏原市こども会育成連絡
協議会の創立 60 周年記念事業として、

「こども模擬議会」が開催されました。
こども議員の皆さんからは、市政一般に
対し、小学生ならではの鋭い質問をたく
さんいただきました。
ありがとうございました。 こども模擬議会が開催されましたこども模擬議会が開催されましたこども模擬議会が開催されましたこども模擬議会が開催されました



　

去
る
九
月
二
十
九
日
、
第
三
回
定
例
会
に
お
い
て
、
議
長

に
田
中
秀
昭
議
員
、
副
議
長
に
梅
原
壽
恵
議
員
、
議
会

選
出
監
査
委
員
に
大
坪
教
孝
議
員
を
満
場
一
致
で
選
出
し
、

各
委
員
会
委
員
、
各
組
合
議
会
議
員
な
ど
の
役
員
改
選
を

行
い
ま
し
た
。

梅原 壽恵大坪 教孝 田中 秀昭

監査委員 副議長 議　長

委　員

橋本 満夫

委　員

田中 秀昭

委　員

山本 修広

委　員

山口 由華

委員長

中村 保治

委員長

奥山　渉

委　員

梅原 壽恵

委　員

峯　弘之

委　員

江村　淳

副委員長

榊田 和之

副委員長

鶴田 将良

委　員

乾　　一

委　員

山下 亜緯子

委　員

大木 留美

委　員

新屋 広子

市民部（環境対策課）、福祉こども部、健康部、

市立柏原病院及び教育委員会の所管に関すること

政策推進部、総務部、財務部、市民部（市民課、人権推

進課、産業振興課、にぎわい観光課、地域連携支援課）、

都市デザイン部、会計管理室、上下水道部の所管に関

すること及び他の常任委員会の所管に属しないこと

総務産業委員会

就 
任 

挨 

拶

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
、

市
議
会
に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご
支
援

を
賜
り
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
三
人
は
、
九
月
二
十
九
日
の
本

会
議
に
お
き
ま
し
て
、
議
長
、
副
議
長
、

監
査
委
員
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。　

　

大
任
を
努
め
る
こ
と
に
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
が
、
多
様
化
す

る
市
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
を
丁
寧
に
く

み
と
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
向
け
、
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
本
市
の
更
な
る
魅
力
創
出

や
市
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
、
皆
様

の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
活
発
な

議
論
が
で
き
る
場
と
し
て
、
議
会
の

機
能
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
り
一
層
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

厚生文教委員会
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委員会の構成委員会の構成
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東部大阪治水対策促進議会協議会委員

大和川右岸水防事務組合議会議員

八尾市柏原市火葬場組合議会議員

柏原羽曳野藤井寺消防組合議会議員

柏羽藤環境事業組合議会議員

藤井寺市柏原市学校給食組合議会議員

柏原市都市計画審議会委員

民生委員推薦会委員

国民健康保険運営協議会委員

地域保健医療協議会委員

公民館運営審議会委員

図書館協議会委員

柏原市土地開発公社顧問

【令和5 年12月31日まで】
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令和５年度一般会計補正予算

◆市道安堂畑線路肩の復旧工事測量設計業務委託料 ６３０万円

◆竜田古道の里山公園内の法面復旧工事 ３２０万円

◆青谷川護岸の復旧工事 ５００万円

６月２日発生の台風２号による被災への対応６月２日発生の台風２号による被災への対応６月２日発生の台風２号による被災への対応

　８月６日 （日）、 柏原市こども会育成連絡協議会

創立 60 周年記念事業として 「柏原市こども模擬

議会」 が議場で開催され、 市内の小学４年～ 6

年生の児童１６人が参加しました。

　当日は、 こども議長・こども議員・司会に分かれ

て市議会と同じように議事が進められ、 市長、 教

育長に質問や提言などを述べました。 　　　

Pick UpPick UpPick UpPick Up

柏原市こども会育成連絡協議会　創立６０周年記念事業

寄附者からの意向に沿った各種事業を計上寄附者からの意向に沿った各種事業を計上寄附者からの意向に沿った各種事業を計上

◆専門知識のある講師による出前講座の実施　◆地域猫活動浸透のための腕章と猫捕獲檻等の購入

就学に関する経済的支援と教育環境の整備　計 2,000 万円

環境教育　計 30 万円

ようこそ！！柏原市議会へ

令和５年第3回定例会の概要令和５年第3回定例会の概要令和５年第3回定例会の概要令和５年第3回定例会の概要令和５年第3回定例会の概要

こども模擬議会を開催されましたこども模擬議会を開催されましたこども模擬議会が開催されましたこども模擬議会が開催されましたこども模擬議会が開催されました

▲参加された児童の皆さん

◀当日の様子

◆大学進学等により生活保護世帯から世帯分離した方への就学支援金 （一人当たり10 万円）

◆ひとり親家庭等に対する自立支援のための講座受講に係る自己負担費用の助成

◆放課後児童会におけるオンライン機材を導入・活用した交流プログラムの実施

◆スタディアフタースクールで使用する英語教材の購入　

◆生理の貧困対策として学校トイレ等に設置する生理用品収納ボックスの購入

◆学校図書館における蔵書管理ソフトの導入

◆小・中学校就学援助認定者に対する支援金 （一人当たり2 万円）

◆市立図書館における学習資料として需要の高い図書の購入

　　令和５年第３回定例会は 8/31～9/29 までの 30日間の会期で開催し、 市長提出議案 24 件を審議しました。 （提出議案

の一覧は、 ８ページに掲載） 議案・一般に対する各会派の質疑・質問は 6～7 ページに抜粋して掲載しています。

企業版ふるさと納税がありました 寄附額 ２, ０３０万円



　７月に常任委員会が先
進地の行政視察を行いま
した。（行政視察報告書は、
市議会のウェブサ
イトに掲載してい
ます。）

◆群馬県高崎市　
「山村留学　くらぶち英語
村について」
◆埼玉県深谷市
「子どもの学習・生活支援
事業（未来応援教室ぱる
スタ）について」

◆新潟県新発田市　
「中心部における都市計画
事業について」
◆新潟県新潟市
「『ミズベリング信濃川』　
かわまちづくり事業につい
て」

総務産業委員会行政視察厚生文教委員会行政視察
（７月６日～７日）（７月４日～５日）

常任委員会常任委員会
行政視察報告行政視察報告
常任委員会常任委員会

行政視察報告行政視察報告
常任委員会

行政視察報告
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　常任委員会における決算認定の審査では、 前年度の予算がどのように使われたのか、 また、 どのような成果を上げたのか

など、 今後の市における予算編成や財政運営に生かすためにチェックや評価をします。

■水道事業決算

令 和 4 年 度 末 時 点 で、 管 路 の 総 延 長 約
259Km のうち、耐震性のない鋳鉄管や塩ビ管等、
延長約 38Km、率にして 14.7％である。

【Ａ】

■ふるさと基金費

ふるさと納税 4 億 534 万 1,171 円とそ
の利息分 6 万 5,083 円の合計額を積立金とし
たもので、令和 4 年度は、電動自転車が返礼品
に加わったことで前年度より寄附が増加した。

【Ａ】

【Ｑ】　　現在市において、敷設から 50 年程度経過し
た水道管はどのくらいあるか。

【Ｑ】ふるさと基金積立金について、内容を問う。

■市民課事務費

令和２年度決算額は 54 万 306 円、令和 3
年度決算額は 111 万 7,134 円、令和 4 年度はコ
ンビニ交付の発行枚数が前年度から約 6,000 枚増
加したことにより、67 万 7,349 円の増となった。

【Ａ】

【Ｑ】      コンビニ交付（住民票等）に係る発行手数料
の過去 3 年間の推移を問う。

■交通安全対策事業

駅前等での物品配布や通学路での登校指導、こど
も園等での交通安全教室のほか、自転車、二輪車のマ
ナー啓発のため、市内スーパーでの物品配布を行った。

【Ａ】

【Ｑ】　　 市民への啓発活動について、どのようなこ
とを行ったのか。

■消防団運営費

本市で発生した 21 件の火災事案のほか、巡回
活動や自主防災訓練参加等、延べ1,351人が出場した。
【Ａ】

■電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援
給付金給付事業

給付世帯数は、非課税世帯が 8,227 世帯、
家計急変世帯が 105 世帯であった。
【Ａ】

■小学校体験型防災学習事業

参加児童からは、地震が起きたときの行動を
学べてよかった等の感想があり、自らの命を守る
防災知識が身につくといった成果があった。

【Ａ】

■市立柏原病院事業決算

平 成 30 年 度 が 75.8 ％、 令 和 元 年 度 が
78.3％、コロナ禍であった令和２年度が 62.3％、令
和３年度が 55.0％、令和４年度が 50.4％であった。

【Ａ】

■民間保育園事業

民 間 保 育 園 を 利 用 し た 児 童 は 年 間 延 べ
9,702 名となっており、令和３年度と比較して
139 名増加したことが、主な理由である。

【Ａ】

■高齢者の生きがいと健康づくり推進事業

市の現状と課題、高齢者の運転、認知症等を
テーマとした講座を実施、また、グラウンドゴル
フやディスコン等のスポーツ講習会を開催した。

【Ａ】

■予防接種事業

定期接種対象者（12 ～ 16 歳までの女子）が
8.7％、キャッチアップ世代（積極的勧奨を差し控えてい
たH9.4.2生～H18.4.1生までの女子）が7.9％であった。

【Ａ】

【Ｑ】     事業の成果を問う。

【Ｑ】当事業における給付金の給付件数を問う。

【Ｑ】      子宮頸がんワクチンの接種率を問う。

【Ｑ】　　 入院収益について、病床稼働率はどのよう
に推移しているのかを問う。

【Ｑ】　　  保育業務委託料が、令和３年度決算と比較
して 4,500 万円程増加した理由を問う。

【Ｑ】　　 シニア大学講座とシルバーヘルススポーツ
講習会について、実施内容を問う。

総務産業委員会 9/20厚生文教委員会 9/22

令和４年度の決算認定の審査から
Pick UpPick UpPick UpPick Up

■橋りょう維持事業

市管理の 128 橋の点検及び健全度の判定を
行った結果、健全な橋梁は 112 橋であり、予防
保全段階の橋梁は 16 橋であった。

【Ａ】

市議会 YouTube の
QR コードは 8 ページに
掲載しています。

【Ｑ】橋梁点検業務委託料について、点検の結果を問う。

【Ｑ】消防団出場報酬について、団員の出場状況を問う。
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議案・一般に対する質疑質問から

大阪維新の会

公共施設等再編整備基本計画について

自由民主党 ・ 無所属の会

将来の柏原市のために

無
理
と
い
う
答
弁
で
は
、
本

当
に
市
民
の
こ
と
を
考
え
て

検
討
さ
れ
た
の
か
と
、
非
常

に
寂
し
い
。
検
討
委
員
会
か

ら
の
答
申
が
出
さ
れ
た
後
の

市
の
迷
走
ぶ
り
は
と
て
も
信

念
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。

確
か
に
今
、
柏
原
市
が
力

を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る

事
業
も
あ
り
、
柏
原
市
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
も
大
切
で

は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ

と
よ
り
大
切
な
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
将
来
の
ま
ち
、
そ

し
て
市
民
の
幸
せ
の
た
め
に
、

ど
れ
だ
け
柏
原
市
を
よ
く
す

る
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

か
。
し
っ
か
り
し
た
信
念
を

持
っ
て
市
政
運
営
に
取
り
組

ま
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

問　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
を

新
築
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

市
長
の
考
え
を
問
う
。

答　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
の

新
築
に
つ
い
て
は
、
利
用
者

に
と
っ
て
非
常
に
喜
ば
れ
る

も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、

財
政
状
況
を
考
慮
す
る
と
、

多
額
の
建
設
費
等
を
支
出
す

る
こ
と
は
、
非
常
に
困
難
で

あ
り
、
将
来
に
大
き
な
負
担

を
残
す
も
の
と
な
る
こ
と
か

ら
、
耐
震
補
強
に
よ
り
、
現

在
の
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
を

安
全
に
使
用
し
て
い
く
こ
と

を
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

要
望　

今
回
、
市
民
文
化
セ

ン
タ
ー
を
耐
震
補
強
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
建
物
は
、
耐

震
補
強
す
る
よ
り
新
築
で
建

て
替
え
た
場
合
の
費
用
の
方

が
高
く
な
る
の
は
当
た
り
前

の
話
で
あ
っ
て
、
将
来
的
に
、

総
合
的
に
み
て
、
機
能
面
や

費
用
面
は
ど
う
な
の
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
市
民
の

感
情
を
鑑
み
る
と
、
お
金
が

な
い
か
ら
新
た
に
機
能
的
な

建
物
に
建
て
替
え
る
こ
と
は

答　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
意
見
に
あ
っ
た
よ
う
に
、

利
用
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
、

現
在
の
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

を
耐
震
改
修
し
、
安
全
性
を

確
保
し
て
、
使
用
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

要
望　

公
共
施
設
等
再
編
検

討
委
員
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

市
民
の
声
を
聞
い
た
上
で
、

耐
震
化
を
選
択
さ
れ
た
こ
と

は
あ
り
が
た
い
判
断
と
感
じ

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
市

民
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
今
後

約
15
年
は
現
在
の
場
所
に
存

続
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う

が
、
柏
原
駅
東
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
構
想
と
併
せ
て
、
今

後
の
あ
り
方
を
検
討
さ
れ
る

よ
う
要
望
す
る
。

問　

柏
原
図
書
館
の
そ
の
後

の
検
討
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

答　

旧
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
か

し
わ
ら
っ
子
は
ぐ
く
み
セ
ン

タ
ー
を
改
修
し
て
使
用
す
る

案
、
図
書
館
を
新
築
す
る
案
、

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
を
耐
震

改
修
し
て
使
用
す
る
案
等
を

教
育
委
員
会
と
検
討
し
た
。

既
存
施
設
を
改
修
し
て
使
用

す
る
案
に
つ
い
て
は
、
耐
震

性
や
図
書
館
と
し
て
必
要
と

な
る
面
積
、
天
井
高
が
確
保

で
き
な
い
点
等
か
ら
適
し
て

お
ら
ず
、
図
書
館
を
新
築
す

る
案
に
つ
い
て
は
、
財
政
的

な
面
か
ら
困
難
で
あ
り
、
市

民
文
化
セ
ン
タ
ー
を
耐
震
改

修
し
て
使
用
す
る
案
が
、
利

用
者
の
方
々
の
利
便
性
等
に

影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な

い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　

教
育
長
の
考
え
を
問
う
。

答　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

約
９
割
の
方
が
現
在
の
場
所

を
希
望
す
る
と
の
意
見
で
あ

り
、
尊
重
す
べ
き
と
考
え
て

い
る
。

問　

市
長
に
そ
の
方
針
内
容

を
問
う
。

柏原図書館

市民文化センター
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議案・一般に対する質疑質問から

日本共産党

市民・利用者の声聞いて最良の図書館に

公明党

エリアリノベーションで新しいまちづくりを

を
積
み
上
げ
る
手
法
、
い
わ

ゆ
る
「
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
で
、
エ
リ
ア
の
価
値
や

イ
メ
ー
ジ
を
高
め
て
い
く
取

組
を
進
め
て
お
ら
れ
る
。
こ

の
取
組
を
進
め
る
た
め
に
は
、

長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に

向
け
、
共
に
動
い
て
く
れ
る

地
元
の
方
々
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
上
で
、
公
民
連
携
の
下
、

社
会
実
験
を
行
い
な
が
ら
、
一

つ
一
つ
形
を
作
っ
て
い
く
と
い

う
流
れ
を
地
道
に
進
め
る
こ

と
が
、
に
ぎ
わ
い
に
つ
な
が

る
ソ
フ
ト
対
策
と
し
て
非
常

に
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え

る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
ぜ
ひ

こ
の
「
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
の
手
法
を
取
り
入
れ
て
い

た
だ
き
た
い
。　

問　

柏
原
駅
東
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
構
想
に
つ
い
て
問
う
。

答　

令
和
４
年
度
は
、
都
市

の
地
形
と
建
築
物
等
を
デ
ジ

タ
ル
空
間
上
に
立
体
的
に
表

し
た
３
Ｄ
都
市
モ
デ
ル
を
整

備
し
、
駅
前
の
利
用
状
況
の

分
析
や
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
も

と
に
、
地
区
の
検
討
す
べ
き

課
題
の
抽
出
を
行
っ
た
。
令

和
５
年
度
は
、
地
域
住
民

や
商
店
街
等
と
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
意
見
集
約

を
行
い
つ
つ
、
昨
年
度
抽
出

し
た
検
討
課
題
に
対
し
、
エ

リ
ア
ご
と
の
課
題
解
決
等
を

行
う
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
の

方
針
や
取
組
の
方
向
性
、
整

備
手
法
等
の
検
討
を
行
い
、

柏
原
駅
東
地
区
の
基
本
デ
ザ

イ
ン
案
を
含
む
ま
ち
づ
く
り

構
想
を
作
成
し
て
い
き
た
い
。

要
望　

先
般
、
駅
前
の
ま
ち

づ
く
り
の
取
組
を
先
進
的
に

行
っ
て
い
る
自
治
体
へ
行
政

視
察
に
伺
っ
た
。
当
該
市
で

は
、
低
利
用
の
公
共
用
地
等

を
活
用
し
て
、
民
間
投
資
を

呼
び
込
み
な
が
ら
、
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
ま
ち
の
魅
力

考
え
る
。
で
は
、
公
共
施
設

再
編
に
つ
い
て
の
説
明
や
説

明
会
開
催
の
考
え
を
問
う
。

答　

広
報
誌
や
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
説
明
す
る
。
説
明
会

を
実
施
す
る
予
定
は
な
い
。

問　

柏
原
市
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
の
規
定
か
ら
、
公
共

施
設
の
再
編
に
は
住
民
参
加

が
求
め
ら
れ
る
と
思
う
が
、

説
明
会
を
実
施
し
な
い
と
判

断
す
る
理
由
を
問
う
。

答　

市
民
や
施
設
利
用
者
の

意
見
に
配
慮
し
、
見
直
し
を

行
っ
て
き
た
た
め
で
あ
る
。

要
望　

計
画
案
の
一
部
変
更

を
繰
り
返
し
て
い
る
が
、
公

聴
会
や
説
明
会
等
、
住
民
に

「
双
方
向
」
で
の
説
明
を
行

う
よ
う
重
ね
て
要
望
す
る
。

問　

公
共
施
設
等
再
編
整
備

基
本
計
画　

の
う
ち
、
柏
原

図
書
館
を
移
転
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
そ
の
経
過
を
問
う
。

答　

当
初
、
リ
ビ
エ
ー
ル

ホ
ー
ル
に
移
転
す
る
計
画
案

で
あ
っ
た
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
等
の
意
見
を
考
慮

し
、
移
転
先
を
JR
柏
原
駅
周

辺
に
見
直
し
て
検
討
し
た
結

果
、
現
在
の
市
民
文
化
セ
ン

タ
ー
を
耐
震
改
修
し
て
、
公

民
館
本
館
と
と
も
に
使
用
し

て
い
く
こ
と
と
し
た
。

問　

合
計
５
０
０
通
を
超
え

る
市
民
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、

ま
さ
に
市
民
が
段
階
的
に
こ

の
問
題
を
動
か
し
て
き
た
と

感
じ
る
。
で
は
、
市
民
文
化

セ
ン
タ
ー
を
耐
震
改
修
す
る

と
判
断
し
た
理
由
を
問
う
。

答　

JR
柏
原
駅
周
辺
の
既
存

施
設
の
改
修
案
や
現
在
の
場

所
で
の
新
築
案
等
を
検
討
し
、

図
書
館
と
し
て
必
要
な
機
能

維
持
や
財
政
面
を
考
慮
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

問　

耐
震
補
強
に
よ
り
現
在

の
場
所
で
活
用
す
る
案
は
、

多
く
の
市
民
に
喜
ば
れ
る
と

市民文化センター

( 案 )
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議
案
番
号

議　　　案　　　名
議
決
結
果

自由民主党・
無所属の会 大阪維新の会 公 明 党 日　本

共産党
個
人

山
下
亜
緯
子

乾　
　
　
一

大
坪　
教
孝

田
中　
秀
昭

奥
山　
　
渉

峯　
　
弘
之

山
本　
修
広

榊󠄀
田　
和
之

梅
原　
壽
恵

鶴
田　
将
良

中
村　
保
治

大
木　
留
美

新
屋　
広
子

橋
本　
満
夫

江
村　
　
淳

山
口　
由
華

報告第11号
専決処分報告について

「専決第７号　損害賠償の額の決定について」
報告 － － － － － － － － － － － － － － －

報告第12号
専決処分報告について

「専決第８号　令和５年度柏原市一般会計補正予算（第４号）」
承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

報告第13号 令和 4 年度決算に基づく柏原市健全化判断比率の報告について 報告 － － － － － － － － － － － － － － －

報告第14号 令和 4 年度決算に基づく柏原市資金不足比率の報告について 報告 － － － － － － － － － － － － － － －

議案第50号 柏原羽曳野藤井寺消防組合規約の変更に関する協議について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第51号
令和 4 年度柏原市市立柏原病院事業会計未処分利益剰余金の
処分について

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第52号 令和 4 年度柏原市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第53号 農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇

議案第54号 柏原市手数料条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第55号 令和 5 年度柏原市一般会計補正予算（第 5 号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第56号 令和 5 年度柏原市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第57号 財産の取得について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 58 号 柏原市国民健康保険条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 59 号 令和 5 年度柏原市一般会計補正予算（第 6 号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 60 号
令和 5 年度柏原市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補
正予算（第１号）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第 1 号 令和 4 年度柏原市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

認定第 2 号
令和 4 年度柏原市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）歳
入歳出決算の認定について

認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

認定第 3 号
令和 4 年度柏原市国民健康保険事業特別会計（施設勘定堅上
診療所）歳入歳出決算の認定について

認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第 4 号 令和 4 年度柏原市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第 5 号
令和 4 年度柏原市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算
の認定について

認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

認定第 6 号 令和 4 年度柏原市市立柏原病院事業決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第 7 号 令和 4 年度柏原市水道事業決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第 8 号 令和 4 年度柏原市下水道事業決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 61 号 監査委員の選任につき同意を求めることについて 同意 〇 〇 ♢ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和５年第３回定例会の議決結果

議
長

・議長は全ての議案に対し賛否を表明しません。　・討論を行った議員は「討」と表記しています。
・賛成の場合は「○」、反対の場合は「×」、議決不要案件は「－」と表記しています。
・会派に属さない議員は「個人」と表記しています。　・「♢」は、自己に関連する議案のため除斥となります。
・採決の際に欠席している場合は「欠」と表記しています。

×
討

〇
討

陳 情 等
この陳情は、「議長預かり」となりました。

●健康保険証廃止の「凍●健康保険証廃止の「凍
結」を求める意見書提結」を求める意見書提
出を求める出を求める陳情書

月　　日 会　議　名 内　　容
11月28日（火） 本 会 議 議案説明
12月12日（火）

本 会 議 個人質疑・質問
12月13日（水）
12月15日（金） 総 務 産 業 委 員 会 付託議案審査
12月18日（月） 厚 生 文 教 委 員 会 付託議案審査
12月22日（金） 本 会 議 委員長報告・採決

　柏原市議会では、１１月１４日（火）

に柏原青年会議所（JC）と懇談会の

開催を予定しています。（詳細は、市議

会だより２月号に掲載予定）

柏原青年会議所と

懇談会を開催します

◆ YouTube
（ライブ中継・録画）
※本会議

及び常任

委員会

◆映像配信ウェ
ブサイト （録画）
※本会議

のみ

　本会議及び常任委員会の映像を
インターネットでご覧いただけます。

×
討

×
討

〇
討

〇
討

〇
討

第
４
回
定
例
会

第
４
回
定
例
会

第
４
回
定
例
会

第
４
回
定
例
会

第
４
回
定
例
会

（予定）

議
長


